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千歳ロータリークラブ会報 

村田会長方針 

“向上心・相互扶助・親睦” 
会 長 村田 研一     副会長 髙橋 都    幹 事 沼田 常好 

会長エレクト 川端 清   会 計 大澤 雅松  

第2510地区ガバナー 細川 好弘 第７グループ・ガバナー補佐 佐々木 昭  
 ロータリー創立日 1905年2月23日 

 千歳ＲＣ創立日  1967年4月26日 

本日の例会（５月１１日 第４５回）創立45周年記念「ふれあい例会」          担当：クラブ奉仕委員会 

２０１３年 ５月 １１日 

第４１号 （通算２１4８号） 

第４３回（通算2267回）例会報告  

日時：2013年４月２５日 18：30～20：00 

場所：ANAクラウンプラザホテル千歳例会場  

プログラム：夜間例会「ホスピス・緩和ケア～終末期医療  

      ・看取り～」緩和ケア・クリニック恵庭  

      院長 柴田岳三医師 

担当：健康委員会  

司会：ＳＡＡ・プログラム委員会  委員長 大西 信也 

四つのテスト：出席・資料管理委員会 副委員長 金沢 明法                 

千歳ロータリークラブホームページ http://www.chitose-rc.jp 

会長挨拶（ 村田 研一 会長） 

 

幹事報告（ 大澤 雅松 副幹事） 

 こんばんは。本日の夜間例会は、健康委員会担当で

緩和ケア・クリニック恵庭院長 柴田岳三先生による

「緩和ケア・サービス」について講話をいただきま

す。柴田先生、よろしくお願い致します。 

 さて、今月は「ロータリー雑誌月間」です。雑誌を

読んでいましたら「人間の五大老化現象」が紹介され

ていました。会員の皆さんに「老化」という話をしま

すと“冗談じゃないよ”と言われそうですが、少しお

話をさせていただきます。 

 最近、若い人の中には「若年寄り」や「おじんギャ

ルならずお局様のような女性」が見受けられます。そ

こで、次のような現象が出たら年齢が若くても「老化

してきた」という目安としてお聞き下さい。 

 第一は、創造性が欠如し、前向きな姿勢がなくなっ

たという現象です。例えば「何をするにしても面倒く

さい、今のままで十分」と思うようになったら老化し

たと思って下さい。第二は、「おしゃれが面倒くさく

なった」ということになったら老化です。チョッと厄

介な言葉を使うと「第三者自己認識の欠如」というこ

とです。第三は、立ったり座ったりする時に「どっこ

いしょ」という言葉が頻繁に出るようになった時だそ

～ ５月は健康増進月間 ～  

うです。第四は、「この頃の若者は、本当に・・」と

いう言葉が出るようになった時です。第五は、忘れっ

ぽい事を気にするようになった時です。｢あれ持って

きたかなぁ～？｣など、このような現象が現れたら、

要注意だと言われております。 

 さて皆様は如何でしょうか。まさか我がクラブに

は、このような現象のある方は一人もいないと思いま

すが、お互いに気を付けようではありませんか。 

お客様紹介 

◇ビジター  

  千歳セントラルロータリークラブ会長 彦坂忠人様   

  直前会長 羽生有三様、幹事 佐々木俊英様、      

  今井章夫様、土居栄治様、井上英幸様 

◇お客様  

  千歳プロバスクラブ副会長 斉藤武司様、 

  幹事長 山口郁夫様ほか８名 

◇卓話講師  

  緩和ケア・クリニック恵庭 院長 柴田岳三氏、                                                            

  副院長 金沢 登貴子氏 

⑴ 5月のプログラムについてですが、次回5月2日は

ゴールデンウィークにより休会です。  

 5月9日は、5月11日の「ふれあい例会」と振替と

なっています。5月2日、9日は例会場での例会はあ

りませんので、お間違いのないようにして下さい。 

⑵ 事務局が4月26日（金）～5月6日（月）までお

休みとなります。5月7日から勤務となります。この

間、事務局は閉まっています。 

⑶ 5月9日（木）18時30分よりリアンにおいて「新

旧クラブ協議会」を開催します。現年度・村田年度、

及び次年度・川端年度の理事・委員長の皆さんは出席

をお願いします。この時に村田年度の各委員長より

「年度活動報告」をしていただきます。報告書を連休

明けに提出して下さい。5・6月が残っていますの

で、最終作成ではなく、現時点での報告でよいと思い

ます。 

⑷ 7月から始まります新地区補助金申請ですが、こ

れまで説明して来ました通り、乳がん検診車を千歳に

来て貰い、女性のがんをはじめ、女性特有の疾病につ

いて市民の関心と理解を高めるための活動をして行く

ということで補助金を申請します。 

⑸ 次年度のことですが、5月に入りましたら「会員

名簿」作成のための資料を送ります。これまで通りの

名簿でよろしければ、「これまで通り」記載していた

だいてもよろしいです。 

⑹ 次年度の会費等の納入についてもこれまで通りの

様式でお送りします。初めての方はお問い合わせ下さ

い。 

⑺ 今夜19時から開催されます講演会の講師でありま

す柴田岳三先生の著書「ソフトランディング～末期が

んをどう生きる」の本を会場に用意しております。ご

希望の方はご購入をお願いします。販売には、斉藤え

みこ、浅利美恵子、事務局の伊藤美紀さんが担当しま

す。 
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ニコニコBOX 

⑴ 千歳セントラルロータリークラブ 会長彦坂忠人 様 

例会に参加させていただき感謝申し上げます。⑵ 村

田研一会長 本日の夜間例会に千歳セントラルRCさ

ん、千歳プロバスクラブさん、そして会員の奥様にご

参加いただきましてありがとうございます。⑶加藤正

浩会員 昨日、9月1日からの電気料金の値上げを申請

いたしました。何卒、当社の置かれた現状についてご

理解を賜りますようお願い申し上げます。 

本日のニコニコ集計3名 合計 5,000 円  

出席率 

今回：65.4％（4月25日＝34／52、実数） 

確定：84.6％（4月11日＝44／52,うちMu6名） 

5・6月のスケジュール 

委員会報告 癌で痛みがある」という設定で、皆さんがそうなった

時、どこで過ごしたいですか？ 第1問は「余命6ヶ

月以内」の時、第2問は「いよいよ看取りの場面」と

なった時・・・何処で過ごしたいですか？ 選択肢は

①自宅 ②ホスピス ③癌センターのような最新のがん

治療病院 ④今まで自分が掛かっていた一般病院 の4

択です。この質問はどこが良いとか悪いとかの答えが

あるわけではなく、自分が何処で過ごしたいかだけで

すから、お気軽にお答えください。 

～中略：ホームページをご覧ください～  

 皆さんは何処で死を迎え

るのでしょうか？100％確

実に死は訪れます。私は団

塊の世代で、日本で一番人

口の多い層ですからあと20

年もするとどんどん死者数

も増えます。今現在は年間

117万人ほどですが150万

人程度がなくなる時代となった時に自身の望む場所で

最期を迎えられるのか疑問です。私の好きな西行法師

は「願わくは 花の下にて春死なむ そのきさらぎの

望月のころ」（できれば春、桜の花が満開のころ、陰

暦2月の満月の夜にその桜の花の下で死にたいもの

だ)と歌って見事に実現した人です。いわば自分の死

に場所を自分で設定したようなもので一つの生き方か

な・・・と思います。人は最期どうなるか分りません

が、「いい死」というものが確かにあると思います。

どういう「死」が良いのでしょうか？ 感銘を受ける

フレーズをご紹介しておきます。「今を肯定、これぞ

極楽」(玄侑宗久）、「人は生きたように死んでゆ

く」（ウイリアム・オスラー）。 

 私は医療と介護を有機的に結びつけることができな

いかとクリニックとグループホームと小規模多機能施

設を開業しましたが悪戦苦闘中で非常に難しいという

ことが分りました。これからもより良い医療と介護を

目指してまいります。ご清聴ありがとうございます。  

 

16 早朝例会（桜の木下草刈り）  

           担当：環境保全 （ＲＡＣ定例会） 

23 通常例会「次年度の活動方針」  担当：次年度三役 

30 夜間例会（ＡＮＡ）   担当：社会奉仕    （理事会） 

6/ 6 早朝例会（分収造林）          担当：環境保全 

健康教育講演会 

「ホスピス・緩和ケア～終末期医療・看取り」 

職業奉仕委員会 副委員長 浅利 美恵子 
  5月23日通常例会日の夜、18時30分より「第５

回明日の職業奉仕を考える会」を開催予定です。

2012－2013年度当委員会主催最後の勉強会ですの

で皆様のご参加をお願い致します。 

紹介～健康委員会 委員長 長澤 邦雄 
  千歳ロータリークラブには9年ほど前に“健康委員

会”が出来、委員会メンバーが交代で講義を受け持ち

今年で8回目の開催となります。今回は佐藤秀雄PG

の紹介で初めての外部講師として緩和ケア・クリニッ

ク恵庭の柴田先生をお招きし“終末期の医療”につい

て講演をしていただこうということになりました。折

角のお話なので我々だけで聞くのはもったいないとい

うことになり、千歳プロバスクラブ、千歳セントラル

RCの皆様にも聴いていただこうということになりご

案内したところこのように多くの80名もの方々にお

集まりいただきありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師～緩和ケア・クリニック恵庭院長 柴田岳三先生 
 皆様、今晩は。お仕事でお疲れのとこ

ろこんなに大勢の皆様にお集まりいただ

きありがとうございます。佐藤秀雄先生

から、この演題で講演をお願いされたと

き「これでいいのかな？」と少し考えた

末にお受けしました。というのも少し前

まではこのようなお話は「暗い」「縁起でもない」と

かで避けられてきたものです。しかし、2～3年前か

ら終末期医療について話をして欲しいとの依頼が増え

てきて時代は変わってきた感があります。今日は「終

末期の医療」についての話ですので、一般的には医学

的な学術的な資料が出る場合が多いのですが、今回は

そのような資料はなるべく除いて、皆様には身近に考

えていただけるようなスライドを選んでお持ちしまし

た。また終わりの方で質問タイムを設けますので、質

問を受けながら議論をした方が、このようなスライド

を見るよりは為になりますので沢山の質問を期待して

おります。 

 私は医者になってから25年間位は外科医でした。

その外科というのは殆んど癌の治療が主であり日々、

癌と向き合ってきたわけです。2001年に室蘭の日鋼

記念病院にホスピスが出来るので来て欲しいというこ

とになり、それからホスピス病棟に勤務しておりまし

た。その後、ホスピス病棟にいたのでは出来ない仕事

があるということが分かって医者としての人生の残り

の部分を“在宅ホスピス”というものを目指したいと

の一念から緩和ケアクリニックを開院しました。今日

のキーワードは“在宅ホスピス”と考えて下さい。 

 最初に質問をさせて下さい。「余命が6か月以内、
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